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で
て
く
る
も
の 

マ
イ
ク
の
声 

 

サ
ル
市 

 

サ
ル
次 

 

サ
ル
蔵 

中 

サ
ル
代 

 

さ
る
た
ち 

 

☆
こ
の
作
品
は
、
５
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

人
数
に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
、
サ
ル
の
人
形
を
増
や
し
て
、
や

る
と
賑
や
か
に
な
り
ま
す
。 

ス
タ
ッ
フ 
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人
形
美
術 

 

音 

楽 
 

音
響
効
果 

 

舞
台
監
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M1 

第
１
コ
マ 

 
 

開

会

式 

 

―
―
―
パ
ネ
ル
、
開
く
。 

上
手
パ
ネ
ル
に
、「
お
さ
る
の
運
動
会
」
の
入
退
場
門
。
舞
台
奧
に
万
国
旗
。 

ケ
コ
ミ
奧
か
ら
、
花
火(

ク
ラ
ッ
カ
ー)

の
音
。
録
音
Ｏ
Ｎ 

 

マ
イ
ク
の
声 

 

み
な
さ
ん
、
今
日
は
、
よ
う
こ
そ
「
お
さ
る
の
運
動
会
」
に
、
お
い

で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
、
入
場
式
を
行
い
ま
す
。
サ
ル
一
同
、
精

い
っ
ぱ
い
張
り
切
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
を
繰
り
広
げ
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
盛
大
な
る
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

―
―
―
マ
ー
チ
の
音
楽(
Ｍ
１)

起
こ
り
、
サ
ル
た
ち
（
６
匹
）
、
下
手
よ
り
登
場
。 

白
組
、
赤
組
交
互
に
並
ん
で
、
足
踏
み
。 

笛
の
音
「
ピ
ー
ッ
、
ピ
ッ
」 
止
ま
る
。
録
音
Ｃ
Ｏ 

 

サ
ル
市 

 
(

正
面
を
向
い
て)

宣
誓
、
我
々
は
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
の
っ
と
り
、

正
々
堂
々
戦
う
こ
と
を
誓
い
ま
す
。
録
音
Ｏ
Ｎ 

マ
イ
ク
の
声 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
一
番
、
ラ
ジ
オ
体
操
。
整
列
！ 

(

笛
の
音) 
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M3 M2 

―
―
―
サ
ル
た
ち
、
ケ
コ
ミ
に
間
隔
を
と
っ
て
並
ぶ
。 

ラ
ジ
オ
体
操
の
音
楽
、
流
れ
る
。 

サ
ル
た
ち
、
音
楽
に
合
わ
せ
、
体
操
を
す
る
。 

「
伸
び
の
運
動
」 

「
体
を
横
に
曲
げ
る
」 

「
体
を
前
後
に
曲
げ
る
」 

「
体
を
回
す
」 

「
深
呼
吸
を
す
る
」 

ラ
ジ
オ
体
操
、
終
わ
る
。 

 

マ
イ
ク
の
声 

 

整
列
！ 

右
向
け
、
右
。(

笛
の
音)

 
 

退
場
。 

 

―
―
―
サ
ル
た
ち
、
号
令
に
合
わ
せ
、
整
列
す
る
。 

退
場
の
音
楽
。 

サ
ル
た
ち
、
下
手
に
退
場
。
録
音
Ｆ
Ｏ 
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第
２
コ
マ 

 
 

組

体

操 

 

―
―
―
サ
ル
た
ち
（
４
体
）
、
号
令
を
か
け
な
が
ら
、
下
手
よ
り
登
場
。 

 

サ
ル
市 

 

い
ち
、
に
ー
、
い
ち
、
に
ー
、
い
ち
、
に
ー
、
い
ち
、
に
ー
…
…
。
ぜ
ん

た
ー
い
、
止
ま
れ
！ 

 
―
―
―
サ
ル
た
ち
、
ケ
コ
ミ
中
央
で
止
ま
る
。 

一
番
後
ろ
の
サ
ル
が
、
前
に
突
っ
か
か
り
、
次
々
と
将
棋
倒
し
と
な
る
。 

笛
の
音
、
「
ピ
ッ
ピ
ー
」 

サ
ル
た
ち
、
あ
わ
て
て
整
列
。 

 

マ
イ
ク(

生)
 
 

番
号
。(
笛
の
音) 

サ
ル
市 

 

い
ち
っ
！ 

 

―
―
―
先
頭
か
ら
、
番
号
を
か
け
る
。
サ
ル
次
、
サ
ル
蔵
、
サ
ル
代
の
順
。 

三
番
目
が
、
番
号
を
間
違
う
。 

 

マ
イ
ク(

生)
 
 

(

笛
の
音
「
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ッ
」) 

も
と
い
！ 

(

笛
の
音) 
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サ
ル
市 

 

い
ち
っ
！ 

 

―
―
―
先
頭
か
ら
、
番
号
を
か
け
る
。
今
度
は
、
う
ま
く
い
く
。
録
音
Ｏ
Ｎ 

 

マ
イ
ク
の
声 

 

右
向
け
、
右
。(

笛
の
音) 

整
列
。(

笛
の
音)

 

マ
イ
ク
の
声 

 

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
番
、
「
組
み
体
操
」 

最
初
は
、
「
馬
乗
り
灯
台
」 

 

―
―
―
笛
の
音
に
合
わ
せ
、「
馬
乗
り
灯
台
」
（
一
人
が
馬
に
な
り
、
そ
の
上
に
両
手
を
広
げ
て
立
つ
） 

 

マ
イ
ク
の
声 

 

つ
づ
い
て
、
「
扇
」 

 

―
―
―
笛
の
音
に
合
わ
せ
、「
扇
」 

二
人
組
。
（
完
成
し
た
ら
、
前
に
倒
れ
る
） 

 

マ
イ
ク
の
声 
 

最
後
は
、
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」 

 

―
―
―
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
（
三
人
で
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
そ
の
上
に
両
手
を
広
げ
て
立
つ
、
崩
れ
る
） 

 

下
敷
き
の
サ
ル
、
ケ
ン
カ
す
る
。
注
意
の
笛
、「
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ッ
、
ピ
ッ
」 

 

マ
イ
ク
の
声 

 

整
列
！ 

左
向
け
、
右
。
駆
け
足
！ 
 

―
―
―
サ
ル
た
ち
、
笛
に
合
わ
せ
て
、
上
手
に
退
場
。 
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M4 

第
３
コ
マ 

 
 

風
船
つ
き 

 

―
―
―
楽
し
げ
な
音
楽
。 

サ
ル
た
ち
（
４
体
）
、
上
手
よ
り
登
場
。
先
頭
の
サ
ル
は
、
風
船
を
持
っ
て
い
る
。 

ケ
コ
ミ
を
一
周
し
て
、
輪
に
な
る
。 

 
マ
イ
ク
の
声 

 

は
じ
め
ー
っ
。 

 
―
―
―
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
サ
ル
た
ち
、
か
け
声
を
か
け
な
が
ら
、
風
船
つ
き
を
す
る
。 

突
然
、
風
船
が
破
裂
す
る
。
録
音
Ｃ
Ｏ 

 

サ
ル
た
ち 

 

（
口
々
に
）

あ
ー
、
び
っ
く
り
し
た
ー
。
録
音
Ｏ
Ｎ 

 

―
―
―
笛
の
音
、「
ピ
リ
、
ピ
リ
、
ピ
リ
ッ
」 

 

マ
イ
ク
の
声 

 

風
船
つ
き
、
や
め
ー
っ
。 

 

―
―
―
行
進
曲
。
サ
ル
た
ち
、
整
列
し
て
下
手
に
退
場
。 
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M5 

第
４
コ
マ 

 
 

で
ん
ぐ
り
返
り 

 

―
―
―
コ
ミ
カ
ル
な
音
楽
。 

サ
ル
た
ち
（
３
体
）
、
下
手
か
ら
、
で
ん
ぐ
り
返
り
を
し
な
が
ら
、
順
に
ケ
コ
ミ
を
横
切
り
、

上
手
に
次
々
、
退
場
。
録
音
Ｆ
Ｏ 

   

第
５
コ
マ 

 
 

バ
ナ
ナ
食
い
競
争 

 

―
―
―
上
手
よ
り
、
サ
ル
代
、
バ
ナ
ナ
を
吊
っ
て
あ
る
バ
ト
ン
を
持
っ
て
登
場
。
ケ
コ
ミ
奥
に
セ
ッ
ト

し
て
、
下
手
に
退
場
。
録
音
Ｏ
Ｎ 

笛
の
音
に
合
わ
せ
、
サ
ル
た
ち
（
３
体
）
、
下
手
か
ら
、
登
場
。 

 

マ
イ
ク
の
声 

 

「
バ
ナ
ナ
食
い
競
争
」
を
始
め
ま
す
。
用
意
！ 

は
じ
め
っ
！ 
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M6 M7 

―
―
―
軽
快
な
音
楽
。 

サ
ル
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
バ
ナ
ナ
に
飛
び
つ
く
。
な
か
な
か
、
と
れ
な
い
。 

全
員
バ
ナ
ナ
を
取
っ
て
、
ポ
ー
ル
の
左
右
に
並
ぶ
。
録
音
Ｆ
Ｏ 

 

マ
イ
ク(

生)
 
 

整
列
！
（
笛
の
音
「
ピ
ッ
」
） 

退
場
！ 

 

―
―
―
笛
の
音
に
合
わ
せ
、
駆
け
足
で
下
手
に
退
場
。 

   

第
５
コ
マ 

 
 

綱

引

き 

 

マ
イ
ク
の
声 

 

次
は
、
お
待
ち
か
ね
、
綱
引
き
大
会
。 

 

―
―
―
行
進
曲
。 

サ
ル
た
ち
（
６
体
）
、
下
手
か
ら
、
太
い
綱
を
持
っ
て
、
登
場
。
前
後
サ
ル
蔵
、
サ
ル
代
、
紅

白
の
大
旗
を
持
っ
て
い
る
。 

笛
の
音
、
「
ピ
ー
ッ
、
ピ
ッ
」 
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マ
イ
ク(

生)
 
 

綱
引
き
、
よ
ー
い
！ 

 

―
―
―
笛
の
音
、
「
ピ
ッ
」 

サ
ル
た
ち
、
紅
白
に
分
か
れ
、
か
ま
え
る
。 

 

サ
ル
た
ち 

 

お
ー
っ
。 

マ
イ
ク(

生)
 
 

は
じ
め
ー
っ
。 

 

―
―
―
笛
の
音
、
「
ピ
ー
ッ
」
録
音
Ｏ
Ｎ 

音
楽
。 

サ
ル
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
オ
ー
」
「
エ
ス
」
、
「
オ
ー
」
「
エ
ス
」
と
交
互
に
か
け
声
で
、
ツ
ナ

を
引
き
合
う
。
紅
白
の
大
旗
は
、
か
け
声
に
合
わ
せ
、
大
き
く
振
ら
れ
る
。 

赤
の
勝
ち
。 

笛
の
音
、
「
ピ
ー
ッ
」
録
音
Ｃ
Ｏ 

 

マ
イ
ク(

生)
 
 

や
め
ー
。
赤
の
勝
ち
！ 

白
組
の
サ
ル 

 

ば
ん
ざ
ー
い
、
ば
ん
ざ
ー
い
。 

マ
イ
ク(

生)
 

 

（
笛
の
音
「
ピ
ッ
」
）

赤
組
、
白
組
、
場
所
を
か
え
て
ー
。
駆
け
足
、
オ

イ
ッ
チ
、
ニ
ー
、
オ
イ
ッ
チ
、
ニ
ー
、
オ
イ
ッ
チ
、
ニ
ー
─
─
。 
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M9 

―
―
―
か
け
声
に
合
わ
せ
、
上
、
下
、
と
こ
ろ
を
か
え
る
。 

 

マ
イ
ク(

生)
 
 

二
回
戦
、
よ
ー
い
っ
！ 

サ
ル
た
ち 

 

お
ー
っ
。 

マ
イ
ク(

生)
 
 

は
じ
め
ー
っ
。 

 

―
―
―
笛
の
音
、
「
ピ
ー
ッ
」
録
音
Ｏ
Ｎ 

音
楽
。 

サ
ル
た
ち
、「
オ
ー
」
「
エ
ス
」
の
か
け
声
で
、
ツ
ナ
を
引
き
合
う
。 

白
の
勝
ち
。 

笛
の
音
、
「
ピ
ー
ッ
」
録
音
Ｃ
Ｏ 

 

マ
イ
ク(

生)
 
 

や
め
ー
。
白
の
勝
ち
！ 

白
組
の
サ
ル 

 

ば
ん
ざ
ー
い
、
ば
ん
ざ
ー
い
。 

マ
イ
ク(

生)
 
 

三
回
戦
、
よ
ー
い
っ
！ 

 

サ
ル
た
ち 

 

お
ー
っ
。 

マ
イ
ク(

生)
 
 

は
じ
め
ー
っ
。 

 

―
―
―
笛
の
音
、
「
ピ
ー
ッ
」
録
音
Ｏ
Ｎ 
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M10 M11 

音
楽
。 

サ
ル
た
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
に
「
オ
ー
」
「
エ
ス
」
、
の
声
に
合
わ
せ
て
、
元
気
に
引
き
合
う
が
、
だ

ん
だ
ん
疲
れ
て
、
元
気
が
な
く
な
る
。 

 

マ
イ
ク(

生)
 
 

ど
う
し
た
、
ど
う
し
た
。
元
気
を
出
し
て
、
そ
ー
れ
っ
。 

 

―
―
―
サ
ル
た
ち
、
急
に
元
気
を
出
す
。 

「
オ
ー
」
「
エ
ス
」
で
引
き
合
っ
た
拍
子
に
、
綱
が
真
ん
中
か
ら
切
れ
て
、
録
音
Ｃ
Ｏ
左
右
に

倒
れ
る
。 

 

サ
ル
た
ち 

 

わ
ー
っ
。
録
音
Ｏ
Ｎ 

 

―
―
―
笛
の
音
、「
ピ
リ
、
ピ
リ
、
ピ
リ
ッ
」 

 

マ
イ
ク
の
声 

 

元
気
あ
っ
て
、
大
い
に
よ
ろ
し
い
。
で
は
、
こ
れ
で
、
綱
引
き
、
お

わ
り
。 

 

―
―
―
退
場
の
音
楽
。 

サ
ル
た
ち
、
切
れ
た
綱
を
持
っ
て
、
上
・
下
手
に
退
場
。 
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M12 

第
６
コ
マ 

 
 

フ
ィ
ナ
ー
レ 

 

―
―
―
華
や
か
な
音
楽
。 

ク
ラ
ッ
カ
ー
鳴
る
。 

音
楽
、
Ｂ
Ｇ
レ
ベ
ル
に
。 

 

マ
イ
ク
の
声 

 

こ
れ
を
も
ち
ま
し
て
、
「
お
さ
る
の
運
動
会
」
は
、
無
事
終
了
い
た

し
ま
し
た
。 

 

―
―
―
再
び
、
音
楽
、
大
き
く
な
る
。 

パ
ネ
ル
、
閉
ま
る
録
音
Ｆ
Ｏ
。 

 
  

 
 

 
 

 
 

 

―
―
― 

お 

わ 

り
―
―
― 
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こ
の
人
形
劇
は
、
「
人
形
劇
団
ぐ
る
ー
ぷ
・
あ
」
の
た
め
に
、
千
代
田
工
科
芸
術
山
門
学
校
の

教
材
と
し
て
使
っ
て
い
た
「
人
形
大
運
動
会
」
を
改
作
し
た
も
の
で
す
。 

演
者
４
名
、
音
響
１
名
の
計
４
名
で
上
演
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
数
に
余
裕
が

あ
る
場
合
は
、
人
形
の
数
を
増
や
し
た
方
が
、
賑
や
か
に
な
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
演
者
は
、

１
人
で
２
体
の
サ
ル
の
人
形
を
つ
か
い
ま
す
。 

で
ん
ぐ
り
返
り
の
部
分
が
、
手
品
の
よ
う
で
見
せ
所
で
す
。
練
習
の
と
き
、
舞
台
の
外
か
ら
、

人
形
を
し
っ
か
り
持
っ
て
動
き
を
誘
導
し
ま
す
。
演
者
は
、
ケ
コ
ミ
の
下
で
自
身
が
、
ね
じ
れ

る
よ
う
に
１
回
転
す
れ
ば
で
き
ま
す
。 

運
動
会
を
サ
ル
た
ち
が
、
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
作
品
の
要
で
す

か
ら
、
個
々
の
演
技
は
、
き
っ
ち
り
と
表
現
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
個
々
の
演
技

が
、
あ
い
ま
い
だ
と
、
サ
ル
の
一
生
懸
命
さ
が
伝
わ
ら
ず
、
運
動
会
を
人
形
が
、
た
だ
な
ぞ
っ

て
や
っ
て
い
る
だ
け
の
、
つ
ま
ら
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
サ
ル
た
ち
の
健
気
さ
が
、

伝
わ
れ
ば
、
覧
て
い
て
楽
し
い
作
品
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

人
数
の
少
な
い
場
合
は
、
音
楽
や
、
マ
イ
ク
の
声
、
笛
を
、
時
間
を
計
っ
て
、
録
音
に
し
て

お
け
ば
、
う
ま
く
い
く
で
し
ょ
う
。 

藤

原

玄

洋 


